
京
都
妙
顕
寺
所
蔵
講
式
声
明
に
つ
い
て

―
―

『
宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
を
中
心
に
し
て
―
―

下

講
式
は
日
本
語
に
よ
る
仏
教
歌
謡
の

一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
仏

・
菩
薩

の
功
徳
や
教
法
、
ま
た
祖
師

・
高
僧
の
行
蹟
を
シ
ラ
ビ

ッ

ク

（↓

に
講
讃
す
る
声
明
で
あ
る
。
元
来
、

「
何
何
講
式
」
と
称

す
る
作
品
は
多
く
あ
る
。
Ｔ
）
講
式
の
成
立
は
古
く
、　
お
よ
そ
平

安
中
期
ま
で
遡
り
、
永
観
律
師

（天
永
二

・
一
一
一
一
年
没

・
七

九
歳
）
作
の

『
往
生
講
式
』
が
そ
の
濫
腸
で
、
以
後
、
講
式
の
も

つ
旋
律

ｏ
構
造

・
規
格
な
ど
は
皆
こ
れ
に
準
じ
た
と
い
う
。
↑
）

講
式
は
主
と
し
て
真
言

・
天
台
の
両
宗
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
が

日
蓮
宗
に
お
い
て
も
両
宗
の
影
響
を
受
け
て
講
式
が
作
成
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
Ｔ
）
現
在
、　
京
都

・
妙
顕
寺
に
は
次
の
五
点
の

講
式
が
存
在
す
る
。
そ
の
名
称
と
奥
書
を
列
記
す
る
。

０

『
法
華
講
式
』
↑
）

天
和
三

癸
亥
年
臓
月
七
日
　
写
朱
点
譜
墨
記
　
法
音
院
什
書

厭
脱
誌

０

『
舎
利
講
式
』
↑
）

大
林
院
日
光

花
押

０

『
舎
利
講
式
』

・
『
像
師
講
式
』

（合
本
）

宝
暦
八

戊
寅
舎
十

一
月
下
淋
辰
　
久
本
院
現
住
日
徳
　
書
写

之
納
置

四

『
宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』

享
保
十
六

辛
亥
歳
祖
師
四
百
五
十
遠
忌
法
用
節
登
高
座
　
大

林
院
日
光

以
上
五
点
の
う
ち
、
国

『
舎
利
講
式
』
と
同

『
舎
利
講
式
』
は
同

一
名
称

・
同

一
寺
院
所
蔵
の
講
式
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
的
関
連

性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
国

『
舎
利
講
式
』
と

『
像
師

講
式
』
は
同

一
の
巻
子
本
に
書
か
れ
た
講
式
で
あ
る
。
本
稿
で
は

宮

同

純

一 Fχ 一一



四

『
宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
に
つ
い
て
の
紹
介
と
若
干
の
検
討

を
加
え
、
他
四
点
の
講
式
の
検
討
は
後
日
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

こ
の

『
宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
は
、
そ
の
名
称

ｏ
奥
書
を
見

て
も
判
る
よ
う
に
、
享
保
十
六
年

（
一
七
三

一
）
は
宗
祖
の
四
百

五
十
遠
忌
に
当
る
。
身
延

ｏ
久
遠
寺
で
は

「
法
華
十
講
」

・
「
十

種
供
養
」
が
修
せ
ら
れ
、
京
都

・
本
囲
寺
で
は
大
法
会
が
修
せ
ら

れ
た

？
）
の
に
並
行
し
て
、
妙
顕
寺
に
お
い
て
も
こ
の
講
式
が
修

せ
ら
れ
、
大
林
院
日
光

（生
没
不
詳
）
が
法
要
登
高
座
の
節
に
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
大
林
院
日
光
が
如
何
な
る

人
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の

コ
不
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
は
、

敬
テ
久
遠
実
成
ノ
釈
迦
牟
尼
如
来
宝
浄
世
界
ノ
多
宝
善
逝
惣
シ

テ

ハ
法
華
経
中
ノ
一
切
ノ
三
宝

二
言
テ
白
ク
。
夫
当
会
元
祖
大

菩
薩
者
塵
点
五
百
ノ
嫡
弟
末
法
ノ
大
導
師
上
行
菩
薩

ノ
再
誕
ナ

『
宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』

０
第

一
二
受
持
読
誦
ヲ
述
卜
者
。

０
夫

一
代

ノ
諸
教
仏
界
平
等
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
或

ハ
安
養
ヲ
勧
メ
或

ハ
知
足
ヲ
望
ム
。

ｕ
是
但
擢
教
確
門
ノ
芸
テ
正
像

二
時
ノ
化
導
ナ
リ
。

０
愛

二
受
持
法
華
名
者
福
不
可
量
卜
説
キ
、
後
五
百
歳
ノ
我
等
妙

と
敬
白
段
を
起
し
て
、
第

一
段
に
受
持
読
誦
の
功
徳
を
述
べ
、
第

二
段
に
宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
報
恩
謝
徳
の
回
向
発
願
を
致
す
と
い

う
二
段
構
成
の
講
式
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、　
こ
の
講
式
は

『宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
で
は

な
く
、
以
下
に
試
み
る
考
察
に
よ
り
、
実
は
０

『法
華
講
式
』
の

第
三
段
―
叙
二五
種
妙
行
一の
段
と
、
国

尿
［利
講
式
』
の
第
三
段

―
致
二
廻
向
発
願
一の
段
を
底
本
と
し
、『宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』

と
し
て
改
変
、
導
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に

国
不
祖
四
百

五
十
遠
忌
式
』
と
、
こ
れ
に
比
較
す
べ
き
諸
講
式
の
関
連
文
を
掲

げ
る
。
な
お
、
敬
白
段
は
日
蓮
宗
の
講
式
は
勿
論
、
他
宗
の
種
々

の
講
式
で
も
大
体
同
じ
構
造
を
持
つ
た
め
、
ンア
」
で
は
省
略
す
る
。

ま
た
、

「
甲
」

「
乙
」

「
重
」

「宮
」

「微
」
な
ど
の
音
楽
用
語

は
、
本
稿
に
直
接
の
関
係
が
な
い
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

『
法

華

講

式
』

ニ
　
ス
ト
　

　

　

ノ
　
　
　
フ
　
　
　
　
レ
　

一̈
　

　

フ
イ

ハ
ハ

０
第
三
叙
一一五
種
妙
行
一者
夫
初
受
持
者

０

一
代
諸
教
中
或
勧
二安
養
一或
勧
二知
足
一

問
是
且
権
教
権
門
施
設
也

０
経
云
受
持
法
華
名
者
福
不
可
量

云
云
。
後
五
百
歳
我
等
衆
生
法

― ″5-



ノ
良
薬

二
非
ス
ン
ハ
罪
業
深
重
ノ
病
ノ
甚
夕
治
シ
難
シ

同
是
ヲ
以
テ
岨
崎
山

二
登
ル
貧
人

ハ
明
珠
フ
踏
ミ
、
加
檀
ノ
林

ニ

入
盲
者

ハ
管
葡
ヲ
取
り
、　
一
乗
ノ
醐
リ
ニ
来
ル
悪
人

ハ
善
人
ト

成
り
、
妙
法
ノ
麺

二
望
ム
。

０
聞
提

ハ
仏
種

二
預
カ
ル
利
那
モ
耳

二
触
レ
ハ
当
来
ノ
道
□

定

ス
。

０
若
有
聞
法
者
無

一
不
成
仏
潟
ム
ベ
シ
。

ｕ
中
カ
ン
就
ク
ニ
誰

ノ
悪
人
力
成
仏
ノ
望
ヲ
絶
タ
ン
。

０
何

ノ
女
人
力
得
道
ノ
障
ヲ
歎
カ
サ
ラ
ン
。

⑩
故

二
一
実
円
経
ヲ
誦
シ
、
己
心
ノ
高
広
ヲ
観
シ
、
円
融
万
徳
唯

我

一
心

ニ
ア
リ
。

０
六
塵

ノ
実
相
ヲ
窮

メ
妙
法

ノ
文
字
フ
見
ル
。

⑫
果
海

ノ
勝
用
垂
露
ノ

一
点
浮

フ
。

⑬
昔
ノ
法
辰
令
者
法
華

ヲ
誦

セ
シ
カ
ハ
毎
日
天
童
下
テ
丼
露
ヲ
以

テ
供
養
シ
、
古
シ
ヘ
ノ
国
子
陵

ハ
法
華
ヲ
誦

セ
シ
カ

ハ
普
賢
白

象

二
乗
テ
来

ル
フ
見
、
位
六
根
浄

二
叶

ヘ
リ
。

０
誰
力
信
心
ヲ
致
サ
サ
ラ
ン
。

０
誰
力
人
法
ヲ
尊

マ
サ
ラ
ン
乎
。

⑬
働
テ
大
衆
同
音

二
首
題
ヲ
唱

へ
礼
拝
ヲ
行

ス
ヘ
シ
。

０
第
二
二
回
向
発
願
ヲ
致

ス
ト
者
、
今
日
ノ
所
修
及
百
味
ノ
飲
食

自
レ非
二妙
法
一争
得
二解
脱
一

（③

へ
続
く
）

同
何
悪
人
絶
二
成
仏
之
望
一

０
何
女
人
歎
二
得
道
之
障
一
　

　

　

（中
略
）

⑩
依
レ
之
誦
■

実
円
経
一達
二
己
心
高
広
一

（
⑫
へ
続
く
）

⑫
浮
三

点
垂
露
一湛
二
果
海
勝
用
一。

（以
上

『
法
華
講
式
』
）

『
舎

利

講

式
』

０
第
三
致
二
廻
向
発
願
一
者
以
二今
日
所
修
及
三
際
善
根
一廻
二向
衆

一 ゴ26-―



ヲ
以
テ
日
蓮
大
菩
薩

二
回
向
シ
テ
共

二
仏
道
ヲ
成

セ
ン
。

⑬
夫
三
界
ノ
牢
獄

ハ
患
累
絶

ル
「
無
ウ
八
苦
ヲ
愛
海

ハ
厭
離
シ
テ

余
り
有
り
。

⑩
悪

ノ
上

二
重
テ
悪
ヲ
増
シ
苦

ノ
中

二
弥

ヨ
苦
ヲ
添

フ
。
未
来
永

々
タ
リ
。
出
離
何
ノ
日
ソ
。

④
中

ン
就
ク
ニ
人

ハ
栴
檀

ノ
種

ヨ
リ
モ
生
セ
ス
。

０
必

ス
父
母
有
り
。
親
族
有
り
。

②
身

ハ
虚
空
ノ
中

ニ
モ
住

ス
。

②
豊

二
恩
愛
無
ウ
谷
属
無
カ
ラ
ン
乎
。

ｍ
面

々
芳
情
山
岳
重
シ
ト
雖

に
一
々
ノ
報
謝
志
シ
有
テ
カ
無
シ
。

ω
然
間
夕
風
樹
ノ
悲

ミ
驚
キ
易
ウ
前
後

ノ
別
レ
抑

へ
難
シ
。

０
夜

ノ
雨
ヲ
窓

二
聞
ク
腸
遺
徳
猶
肝
ノ
底

二
留
り
、
秋
風
袂

二
満

ル
涙
夕
余
香
未
夕
衣

ノ
上

二
消

ス
。

②
只

一
世
ノ
ミ
ニ
非

ス
。

②
叉
多
生

二
及
フ
展
転
無
窮

ニ
シ
テ
法
界

二
周
術

セ
リ
。

②
其

ノ
一
縁
ヲ
解
カ
ン
ト
ス
レ
ハ
則
チ
愛
結
ノ
縛
纏
り
易

フ
其

ノ

一
人
ヲ
度

セ
ン
ト
ス
レ
ハ
叉
牢
獄
ノ
鍵
シ
破
り
難
シ
。

⑩
自
行
未
夕
立
セ
ス
化
他
何
ソ
及

ハ
ン
。

０

（以
下
略
）

生
■
ハ成
二仏
道
一焉
。

⑬
夫
三
界
之
牢
獄
患
累
無
レ
絶
八
苦
之
愛
海
獣
離
有
レ余
。

⑬
悪
上
重
増
レ
悪
苦
中
弥
添
レ
苦
。
未
来
永
永
。
出
離
何
日
。

④
就
レ
中
人
不
レ
生
レ
自
二栴
檀
種
一

②
必
有
二
父
母
一有
二親
族
一。

②
身
不
住
二
千
虚
空
之
中
一

②
豊
無
一一恩
愛
谷
属
一

の
面
面
芳
情
山
岳
雖
レ
重

一
一
報
謝
有
塁
心無
レ
カ

０
然
間
風
樹
之
悲
易
レ驚
前
後
之
別
難
レ
抑

ｍ
夜
雨
聞
レ
窓
之
腸
遺
徳
猶
留
二肝

底
一秋
風
満
レ
袂
之
涙
余
香
未
レ

消
二
衣
上
一

０
非
二
只

一
世
一

②
叉
及
二多
生
一展
転
無
窮
周
二遍
法
界
一

②
欲
レ
解
二
其

一
縁
一則
愛
結
之
縛
易
レ
纏

欲
レ
度
二
其

一
人
一叉
牢

獄
之
鍵
難
レ
破

①
自
行
未
レ
立
化
他
何
及

一 r27-



上
段

『宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
と
下
段
の
諸
講
式
の
文
面
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
で
、
補
足
を
加
え
る
な
ら
ば
、
国
の
部
分
の
警

説
は
、
０

『
法
華
講
式
』
の
第
二
段
―
明
二末
代
有
縁
法
一
の
段
に

「寧
登
二
岨
崎
山
一捨
二
円
珠
こ

と
あ
る
と
大
に
、
宗
祖
の

『
教
行

証
御
書
』
の

「
入
二
岨
帯
山
一者
不
レ取
■

玉
一帰
二貧
国
一　
入
二栴

檀
林
一不
レ蹟
二謄
萄
一帰
二瓦
礫
本
国
こ
↑
）
を
初
め
と
し
て
、　
多

く
の
遺
文

↑
）
に
そ
の
引
用
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
⑬
～
⑩

・

０
以
降
な
ど
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
式
の
開
会
趣
旨
の
相
違

か
ら
別
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
が
諸
講
式
の
異
同
で
あ

２０
。次
に
、
こ
の

コ
不
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
と
、
こ
れ
に
比
較
し

た
諸
講
式
に
は
勿
論
墨
譜
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墨
譜
の
パ
タ

ー
ン
も
両
者
を
比
較
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ
こ

に
、
両
者
の
同
文
の
部
分
の
う
ち
、
墨
譜
の
パ
タ
ー
ン
の
異
な
る

も
の
の
み
を
挙
げ
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お

（　
）
数
字
は
、
前

述

の
比
較
文
章
番
号
と

一
致
す
る
。

２‐”
或

ハ
Ｃ
或

ハ
　

２＞一
勧
メ
Ｃ
勧
メ

〓一
一
　

一　

　

　

一一
一
　

一

８＞一
望
ヲ
Ｃ
望
ヲ
　
９＞．
何
ノ
Ｃ
何
レ
ノ

＜
一〓
一　
〓
（
一　
＝
η
＼
　
一
（
＼

人
力
　
中

ノ
障
Φ

ノ
障
　
⑩
高
広
Φ
高
広

一　

　

　

一
〓一

（
（
　
　
＼
＼
　
＼

（

硝

け
￥

Φ

一
「

雖

コ
Ｌ

Ⅵ

ま

「
Ⅵ

け

一 回

向
Φ
廻
向
　
け
仏
道
Φ
仏
道
　
作
成
セ
ン
Ｃ
成
セ
ン
　
け
三
界
Φ

一　

＼

（
　

（下
一
　

（
一　
　
　
一
一
一　
　
一　
　
　
　
」
く
一

レ

(3)-2
-―  Fl
―  ノ
ψ
ーー F]
⌒  ノ

(4)-1

-歳
―  ノ
O
ー 歳
ノ

(4)-2

-我
― 等
Φ
貧 我
＼ 等

(8)-1

-亜

(2)‐ 3

ィQ或

Φ
い 或
＼ ハ

(3)-1

=是
C

一 是

1卜轟
＼ ハ

αO-5

-r28-

(9)-3-人
一 人   Φ
― 力 ⌒ 悪
Φ 一 人

(9)… 2
0-1-女
＼ 回   C
― 向 ⌒ 女
Φ

L_

>界

バα掌
2

t獄

ス茎
＼ 獄

⑬-3

＼ ル
＼ ¬
Φ
＼ ル

= ¬

C81-4

ミ 海

離
シ
テ
Φ
離

ノ
　
畷
余
り
Φ
余
り
　
噌
有
り
Ｃ
有
リ

＼
＼
＼
　
＼
　
　
　
一一
一
　

一　

　

　

一
一
　

一

悪
ノ
　
併
上
二
０
上
二
　
併
テ
悪
Ｃ
テ
悪
　
”
中
二
Ｃ
中

二
　
肝

一
　
　
　
〓
（
　
一
（
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一 生  0-11 00-7=腸  ― 易
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ー ス  Φ ≡ 腸

②-2  C 一 風   夕  o-4
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1

セ    =未 =猶  Φ
― り  ②…2-夕    Φ ⌒ 夜
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0■ ― ス ー 未   フ
=其   Φ   夕      m-2
ノ ー ブト      20-6=雨
Φ ― ス  00-10=留 ― ヲ

「

其    =衣 ― り  C
一 ノ  ②-1-ノ   Φ ― 雨
一 生  Φ ― 留  ヲ

②-2-ニ  ー 衣 ― リ
ー 縁   Φ ― ノ      00-‐ 3

②
住

ス
Φ
不
レ
住

Ｌ
一
一
　

一
＼

有
テ
Φ
有
テ

一
一
　

一

け一豊一Φ
一豊二　け嘲勒「嘲勧一

・子Φ↓）一ャ　紗『＼々Φ鰤Ⅷ
幌
山
岳
Φ
山
岳
　
四
雖

託
Φ
雖

（
ノ＼＼
　
　
（
ン＼＼
　　　
　　
一一　
一一　
　
　
一

肝
驚
キ
Φ
驚
キ
　
肝
易
ウ
Φ

一一
一　

一
一　
　
一一
一

21-1
■

「

然
― 間
Φ
一 然

一 間

― に

0の-4

ミ 重
一・ シ

ト

Φ
ミ 重
一一 シ

ト

10-5
-々
一  ノ
Φ

ノ

20-6
-士

一 シ

Φ
_士

20-7

以
上
八
十

一
例
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
内
、
墨
譜
の
パ
タ
ー
ン

の
相
違
が
見
ら
れ
な
が
ら
も
、
音
楽
的
に
は
同
音

。
ま
た
は
類
似

音
を
示
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
八
十

一
例
を
次
の
六
の
分

類
に
分
け
て
考
察
し
た
い
。

Ａ
型
　
墨
譜
の
省
略
が
見
ら
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち

（
一④

一。
）

と
（
一④。
）
の
相
違
・
（っ
っ
と
（コ
。
）
の
相
違
で
あ
る
。
こ

れ
は
八
十

一
例
中
約
半
数
を
占
め
、
日
～
国
の
い
ず
れ
の
講
式
に

も
多
見
で
き
る
現
象
で
あ
る
。
勿
論
天
台
宗
講
式
に
も
多
く
見
ら

れ
、　
コ
ハ
道
講
式

ｏ
人
道
』
の
最
初
の
部
分
の
墨
譜
と
そ
の
実
際

の
歌
唱
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
６
）
。

破
ヤ
フ
リ

（下
（
　
（
　
一

何
ソ
　
限
及

一　

　

　

一
併
未
夕
Φ
未
タ

０

一一
（
　
　
　
一　
（

¬

`
一 及

弓|ン

99-6
-易
― フ
Φ
ー 易
ウ

卜牧
7

ノ

Φ
＼ 其
＼ ノ

00-3
フ

-ソ

⌒  フ
Φ
ー 縁
V ヲ

ぃり
3

ン

Φ

Vタ

09-4
≡ 則
一 チ

C
ー 則
チ

09-5

130-2
⌒ 立
一 セ
ー ス

Φ
⌒ 立
― セ

ス

lal-3
⌒ 何
―  ソ
Φ

断
鍵
シ
Φ
鍵
シ

一（
一　
　
一（＼＼

縛

Φ
縛

ｔ」
ツ
　
　
一＼
一

け
破
り
Φ

（
下　一
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次
人
道

八
＼

「

．
　
　
汗
―
―
―
北
―
―
　
　
ト
レ
ヽ
―
―
凛
―
１
　
　
７
酬
く
峠

文
中
、　
Ｔ
こ

と

「
卜
」
に
は
概
当
す
る
墨
譜
が
施
さ
れ
て
い
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
歌
唱
で
は
音
節
が
あ
り
、「
二
」

で
は

「
次
」
の

（Ｆ

ｏ
Ｂ

ｏ
Ｆ

ｏ
短
前
打
音
Ｇ

・
Ｆ
）
と
変
化
し

「
卜
」
で
は

（Ｆ

・

た
終
り
の
Ｆ
音
を
受
け
て
Ｆ
音
で
歌
唱
し
、

短
前
打
音
Ａ

・
Ｆ
）
と
変
化
し
た
終
り
の
Ｆ
音
を
受
け
て
Ｆ
音
で

歌
唱
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

（
一④

一。
と

（
一④
。
）
の
相
違

・

（つ
い
）
と
（ν
。
）
の
相
違
は
こ
れ
に
従
え
ば
、
実
際
の
音
程

で
は
同
音
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
型
　
墨
譜
の
分
解
が
見
ら
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
（Ｌ
）
と

（く
）
の
相
違
・
（い
）
と
（Ｑ
）
の
相
違
で
あ
る
。
こ
れ
は
墨

譜
の
構
造
か
ら
言
っ
て
、
（」
）
を
単
に
（
一）
と
（＼
）
に
分

解
し
、
（い
）
を
単
に
（
（
）
と
（＼
）
に
分
解
し
た
も
の
と
領

解
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
相
違
は
実
際
の
音
程
で
は
同
音

を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
型
　
墨
譜
を
配
置
す
る
上
で
の
相
違
が
見
ら
れ
る
場
合
、
す

な
わ
ち
（＼ィ＼口）
と
（れ
）
の相
違
・
（一ィ一）
と
（「）
や

（
高
）
の
相
違
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
墨
譜
の
縦
型
並
列
記
譜
と
横

型
並
列
記
譜
の
相
違
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

出
の
場
合
は
墨
譜
配
置
の
特
殊
な
例
で
あ
ろ
う
。
下
段
の

「
破
ャ

フ
リ
」
の

「
破
」
に
は
明
確
に

（↑
）
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
何
と
発
声
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
、

（↑
）
は
謡
曲
の
ノ
ム

（冥
）

と
同
様
の
歌
唱
法
で
、
完
全
四
度

乃
至
五
度
の
ポ
ル
タ
メ
ン
ト

（”
Ｒ
Ｓ
日
①
●
ざ
）
を
意
味
し

貧
）
、

こ
こ
で
は

「
破
」
の

（
↑
）
は
、
以
下

「
ャ
フ
」
の

（
（
（
）
を

（
省
）
で
歌
唱
す
べ
き
こ
と
を
指
定
す
る
歌
唱
上
の
楽
語
と
仮
定

で
き
よ
う
。
以
上
Ｃ
型
の
墨
譜
の
相
違
は
実
際
の
音
程
で
は
同
音

を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｄ
型
　
比
較
的
墨
譜
の
パ
タ
ー
ン
が
類
似
し
て
い
る
場
合
、
す

な
わ
ち

（≧
）
と

（＼
）
の
相
違

・
（Ｌ
）
と

（＼
）
の
相
違

・

（
Ｆ
）
と

（
一
）
の
相
違
で
あ
る
。
ま
ず

（ゝ

）
と

（＼
）
の
相

違
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
前
語
の
墨
譜
が

（
」
）

ｏ

（
い
）
の

よ
う
な
上
昇
音
で
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
性

が
あ
る
。

（Ｌ
）
と

（＼
）
の
相
違
は
、
そ
の
前
語
の
墨
譜
が
ス

グ

（じ

（
一
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

（
一
）
音
か
ら

（＼
）
音
に

上
昇
す
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。

（
Ｆ
）
と

（
一
）
の
相
違
は

――r3θ ――



元
来
非
常
に
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
　
２

）
が

ス
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、

（
Ｆ
）
は
本
下
り
で
あ
る

盆
）
。
し
か
し
、
本
下
り
は
講

式
の
場
合
、
文
の
終
止
部
ま
た
は
終
止
部
近
く
に
だ
け
見
ら
れ
る

旋
律
で
あ
り

２
Ｘ

酔
の
よ
う
な
箇
所
に
本
下
り
が
見
ら
れ
る
こ

０

と
は
な
く
、
む
し
ろ

（
Ｆ
）
は

（
一
）
の
誤
写
と
見
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
助
詞

・
助
動
詞
な
ど
前
後
の
接
続
の
文
面
の
相
違
か
ら

墨
譜
の
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
変
る
も
の
で
あ
り

３
Ｘ

ン」
れ
ら
文

法
上
不
可
避
な
相
違
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
○
印
を
、
以
上
の
説

明
で
墨
譜
の
同
値
音

・
類
似
音
ま
た
は
不

一
致
が
説
明
で
き
な
い

も
の
に
は
×
印
を
、
そ
れ
ぞ
れ
施
し
て
整
理
す
る
と
次
表
の
通
り

で
あ
る
。

A A B

A ○

A ○

X ×

× × ○ ×

l101 ○

0 × X D ○ × × A

l181 D D × C A A A

l191 A A A A × A

00 D X B A

0ゆ A

1221 D

1231 A D A

例 ○ A A D A A A

1251 C A A A

161 × A A A A A A A
9-11
A

囲 A A

120 A C A

1291 D × × A B A
，
Ｄ × C

1301 A A A A
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こ
の
よ
う
に
、
墨
譜
の
パ
タ
ー
ン
に
八
十

一
例
の
相
違
が
見
ら

れ
て
も
、
純
粋
に
不

一
致
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、

×
印
を
施
し

た
十
六
例
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
る
。
以
上
、
文
章
比
較

・
墨
譜

比
較
の
両
面
か
ら
、　
国
不
祖
四
百
五
十
遠
忌
式
』
を
検
討
し
て
き

た
が
、　
同
式
の
内
容
に
は

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が

乏
し
く
、　
０

『
法
華
講
式
』

・
口

『
舎
利
講
式
』
を
底
本
と
し
て

『
宗
祖
四
百

五
十
遠
忌
式
』
の
形
に
文
章
並
び
に
墨
譜
を
改
作
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判

っ
た
。
な
お
、
本
稿
作
成
に
際
し
、
貴
重
な
資
料
の

閲
覧
を
御
許
し
下
さ

っ
た
沖
鳳
亀
上
人
の
御
高
配
と
、
国
立
音
楽

大
学
学
生
、
酒
井
徹
君
の
御
指
導
に
は
深
く
感
謝
す
る
。

註（
１
）

語
る
性
格
が
強
い
も
の
の
意
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国

・
イ
ン
ド
伝

来
の
い
わ
ゆ
る
梵
唄
形
式
の
歌
う
性
格
が
強
い

（
メ
リ
ス
マ
的
）
声
明

が
あ
る
。

（星
旭

『
日
本
音
楽
の
歴
史
と
鑑
賞
』
二
九
頁
）

（
２
）

大
山
公
淳

『仏
教
音
楽
と
声
明
』
二
六
四
頁

（
３
）

平
凡
社

『音
楽
事
典
』
の
「
講
式
」
の
項

（
４
）

早
水
排
静

『
日
蓮
宗
の
声
明
』

（
国
立
劇
場
第
十
二
回
声
明
公
演

「
題
目
ｏ
日
蓮
宗
の
声
明
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
所
収
）

（
５
）

同
名
講
式
は
高
野
山
金
剛
三
味
院
に
二
点
あ
る
が
、
内
容
に
同

一

箇
所
は
見
当
ら
な
い
。

（
６
）

同
名
講
式
は

『
四
座
講
式
』
の
一
つ
に
あ
る

（大
正
蔵
経
八
四
巻

九
〇
四
頁
）
が
、
内
容
に
同

一
箇
所
は
見
当
ら
な
い
。

（
７
）

影
山
尭
雄

『
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
』
四
九
八
頁

（
８
）

定
本
遺
文
　
一
四
八

一
頁

（
９
）
　
『
教
機
時
国
抄
』
（
定
遺
二
四
五
頁
）
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』

（定
遺
三
二
五
頁
）
な
ど

（
１０
）

片
岡
義
道
監
修
・
解
説
『
天
台
声
明
』
六
六
頁

ｏ
”
ｏ
】■
Ｒ

∽
〓
ｚ

Φ
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｉ
卜

（
国
立
音
楽
大
学
図
書
館
蔵
）

（
ｎ
）

金
春
栄
治
郎

『
金
春
正
本
　
記
号
用
語
精
解
』

・
金
田
一
春
彦
直

談
（
・２
）

吉
田
恒
三
『
天
台
声
明
概
論
旨

一八
二
頁

（東
洋
音
楽
選
書
里
ω

「
仏
教
音
楽
」
）

（
・３
）

同
前
書
二
九
八
頁

（
・４
）
　
『
六
道
講
式
』
考
察
の
結
果
。

（
１０
）
を
参
照

（
・５
）

金
田
一
春
彦

『
四
座
講
式
の
研
究
』

な
お
、

「
法
華
講
式
」
全
文
は
、
拙
稿

「史
料
法
華
講
式
」

（
『
仏
教

学
論
集
』
第
十
三
号
第
十
四
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一 r32-―


	5号.pdfから挿入したしおり
	目次
	浅井円道　「宗祖における造語の妙とその意味」
	遠藤是秀　「題目宝塔にみる法華教団とその信仰　―静岡県富士地区について―」
	植田観樹　「能勢法華の成立についての一考察　―寂照院日乾と能勢頼次を中心として―」
	小野文珖　「庵林宗学の系譜　―近世日蓮宗教学の研究（二）―」
	高橋謙祐　「日蓮聖人と『修禅寺決』」
	山本光明　「日蓮聖人における「時」の問題　―「歴史的時間」の特殊性について―」
	西片　 元　「救済論の一考察　―受持譲与における力用について―」
	下宮高純　「京都妙顕寺所蔵講式声明について　―『宗祖四百五十遠忌式』を中心にして―」
	彙報
	〈史料紹介〉5　不厳寺代々相伝抄
	編集後記


